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基 本 構 想

総 合 計 画

基本計画
（施策の方向性を示した
行財政運営の指針）　

都市マスタープラン
（都市計画に関する指針
  地域別まちづくり方針）

実 行 計 画
（計画的・優先的に推進する事業を
まとめた行財政計画）　　　　　

各分野の個別計画

総合計画は、基本構想を受けた区の最上位計画であり、「基本計画」と「都市マスタープラン」

の性格をあわせ持つ、一体的な計画となっています。

◆「基本計画」とは

基本計画は、基本構想で掲げるめざすまちの姿「『新宿力』で創造する、やすらぎとにぎわいのまち」

の実現に向けた施策を、体系的に明らかにした行財政運営の指針です。

　　　　　　

『新宿力』とは
新宿区に住む人々はもとより、新宿区で働き、学び、活動する多くの人々

による「自分たちのまちは、自分たちで担い、自分たちで創りあげたい」
という≪自治の力≫を象徴的に表したものです。

◆「都市マスタープラン」とは

区の都市計画に関する基本的な方針を示したものです。

「将来の都市像」「まちづくり方針」「地域別まちづくり方針」で構成されています。

1 新宿区総合計画について
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1　新宿区総合計画について

≪現在の総合計画と実行計画の計画期間≫

≪新たな総合計画の策定に向けた方向性≫

現在の総合計画は、平成 20 年度から 29 年度の 10 年間を計画期間としていることから、平成

30 年度から始まる新たな総合計画を策定します。

新しい総合計画の策定は、下記の 5 つの視点に基づき進めます。

　（1）社会状況の変化に伴う新たな行政需要に的確に対応した計画とする。

　（2）現在の新宿区総合計画の実績や取組み状況を踏まえた計画とする。

　（3）多くの区民の意見を反映した計画とする。

　（4）区民等と行政、それぞれが果たすべき役割が見える計画とする。

　（5）区民にとって分かりやすい計画とする。

新たな総合計画は、基本構想で定める“めざすまちの姿”を実現するため、下記の「5 つの基本政策」

をベースに策定します。

総合計画　平成 20年度～ 29年度（10 年間）

第一次実行計画
H20 ～ 23 年度

（4 年間）

第二次実行計画
H24 ～ 27 年度

（4 年間）

第三次実行計画
H28 ～ 29 年度

（2 年間）

　基本政策Ⅰ　暮らしやすさ１番の新宿

健康、高齢者、障害者、子育て支援、教育、セーフティネット、若者支援、

男女共同参画、コミュニティ

　基本政策Ⅱ　新宿の高度防災都市化と安全安心の強化

耐震化、不燃化、防災、安全・安心、生活環境

　基本政策Ⅲ　賑わい都市・新宿の創造

都市基盤、ユニバーサルデザイン、みどり、環境、産業振興、観光、文化歴史、

生涯学習、スポーツ、多文化共生、平和

　基本政策Ⅳ　健全な区財政の確立

効果的・効率的な行財政運営、行政評価、区有施設のあり方

　基本政策Ⅴ　好感度 �番の区役所

窓口サービスの充実、職員の人材育成、地方分権の推進
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2　区民討議会について　　3　区民討議会の実施概要

参加者
住民登録のある区民から、無作為抽出した 18 歳以上の 1,200 名のうち、参加申込み
のあった 94 名から抽選で 60 名を選出（うち出席 58 名）

日　程
6 月 25 日（土）・26 日（日）の 2 日間
両日とも午前 10 時～午後 5 時

場　所 新宿区役所本庁舎 5 階　大会議室

新たな総合計画の策定にあたり、広く区民の意見を計画に反映させるため、区民討議会を開催し

ました。

区民討議会は、区民から「無作為抽出」で参加者を募ることにより、区政に対して発言する機会

の少ない区民の方々が、世代や職業を越えて集い、まちづくりについて話し合い、その声を行政に

届ける仕組みです。

ドイツで行われている「プラーヌンクスツェレ」という市民参加方式がモデルになっています。

新宿区では、平成 21 年度に自治基本条例を制定するための区民討議会を、平成 23 年度に第二次

実行計画策定に向けた区民討議会を開催し、今回が 3 度目の実施になります。

2 区民討議会について

区民討議会は下記の通り実施しました。

3 区民討議会の実施概要



5

4　区民討議会の進行

4 区民討議会の進行

　参加者のグループ・班分け

参加者を「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」3 つのグループに分け、さらにグループ内を、4 ～

5 名からなる 4 つの班に分けました。「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」のグループごとに異なるテー

マを設定しました。（討議によっては、全グループで同じ内容をテーマとしました。）

　役割分担

班の中で、「進行役」「時計係」「書記」「発表係」を決めました。討議ごとに班

替えを行い、役割分担は、班替えごとに決め、色々な役割を担当していただきま

した。

　情報提供（15分）

討議に入る前に、参加者が意見交換を活発に行えるよう、テーマごとに区の担

当者が現状や課題、事業内容等を説明しました。

　意見交換（15分）

情報提供を聞いて、率直に感じたことについて班内で意見交換をしました。

　グループ討議・意見の集約（40分）

討議は、「役割分担」に基づき、参加者だけで自由に進行しました。討議で出た

意見を模造紙・発表用ワークシートにまとめながら、班としての考えを集約しま

した。

　発表・投票（20分）

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」それぞれのグループ内で、模造紙や発表用ワークシートを使っ

て、各班の発表を行いました。参加者は、互いに各班の発表を聞き、共感したり、

良いと感じた意見に投票しました。投票は、1 人 3 票のシールを持ち、発表用ワー

クシートの投票欄に貼りました。（3 票のうち、1 票は自分の班の意見に投票して

も良いが、少なくとも 2 票はほかの班に投票することとしました。）
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時　刻 時　間 テーマ

�0:00 ～ �0:20 0：20 開会・全体ガイダンス

�0:20 ～ �2:00 1：40 【討議 �】
「わがまち新宿　　～キャッチコピーを考えよう！～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 全グループ

�2:00 ～ �3:00 1：00 休憩・昼食・班替え

�3:00 ～ �4:30 1：30 【討議 2】
「基本政策Ⅰ　暮らしやすさ �番の新宿」①

①【健康に暮らせるまち】　　　　　　　　　　　 A グループ
　～生涯にわたり、心身ともに健康に暮らし続けるためには～

②【年をとっても暮らしやすいまち】　　　　　　 B グループ
　～高齢者の方々が、安心して心豊かに暮らすためには～

③【障害のある人も暮らしやすいまち】　　　　　 C グループ
　～障害のある方々が、安心して暮らすためには～

�4:30 ～ �4:45 0：15 休憩・班替え

�4:45 ～ �6:�5 1：30 【討議 3】
「基本政策Ⅰ　暮らしやすさ �番の新宿」②

①【子育てしやすいまち】　　　　　　　　　　　 A グループ
　～子どもを安心して産み、育てるためには～

②【学校教育の充実】　　　　　　　　　　　　　 B グループ
　～未来を担う子どもたちが、自ら考え、
　　　　　　　行動できる「生きる力」を育むためには～

③【地域コミュニティ】　　　　　　　　　　　　 C グループ
　～地域のみんなが、交流・連携・協力し合うためには～

�6:�5 ～ �7:00 0：45 � 日目のまとめ

≪ 1日目：6月 25日（土）≫

5 区民討議会プログラム
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5　討議会プログラム

時　刻 時　間 テーマ

�0:00 ～ �0:20 0：20 全体ガイダンス

�0:20 ～ �2:00 1：40 【討議 4】「公共施設」

【公共施設について】　　　　　　　　　　　　 　 全グループ
～あなたにとって公共施設とは～

�2:00 ～ �3:00 1：00 休憩・昼食・班替え

�3:00 ～ �4:30 1：30 【討議 5】
「基本政策Ⅱ　新宿の高度防災都市化と安全安心の強化」

【災害に強いまち】
～災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 全グループ

�4:30 ～ �4:45 0：15 休憩・班替え

�4:45 ～ �6:�5 1：30 【討議 6】
「基本政策Ⅲ　賑わい都市・新宿の創造」

①【快適な都市空間】　　　　　　　　　　　　　 A グループ
　～回遊性と利便性の高いまちづくりとは～

②【多様な魅力による賑わいの創造】　　　　　　 B グループ
　～文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、
　　　　　　　　　　賑わいあふれるまちにするためには～

③【生涯学習の充実】　　　　　　　　　　　　　 C グループ
　～生涯にわたり　学習・スポーツ活動などを楽しむには～

�6:�5 ～ �7:00 0：45 2 日目のまとめ・閉会

≪ 2日目：6月 26日（日）≫
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Aグループ

4 つの班のうち 3 つの班が落合地区を対象としており、特に聖母病院や子どもが多い点、おとめ

山公園からイメージしたＡ 4 班の「にっこり幸せキラキラ自然」というキャッチーで楽しげなフレー

ズが票を集めました。続いて人気のあった、旧淀橋区の多様性を意識したＡ 1 班の「タペストリー

のまち」は、新宿のオフィス街のイメージの中にある自然や下町などが表現されています。

班 キャッチコピー エリア 票数

A� タペストリーのまち 旧淀橋区 10

A2
わが街　西落合
閑静な住宅街とはこの街のこと！

落合地区 4

A3 落合村は下町気分！ 落合地区 8

A4 にっこり幸せキラキラ自然 落合地区 16

各討議の結果について、総括として取りまとめるとともに、個別意見について類似意見をキーワー

ドでとりまとめた上でコメントをつけて掲載します。

※ 1　討議結果の表記については、基本的に原文のままとしていますが、明らかな誤字、脱字は

修正しています。

※ 2　掲載している写真は、一部不鮮明な部分があります。

※ 3　個人情報については、個人が特定できないように加工してあります。

※ 4　「投票欄」の「●」は、投票シールを現しています。（P5 参照）

6 討議のまとめ

（１） 討議 1 「わがまち新宿～キャッチコピーを考えよう！～」

自己紹介とアイスブレイク（初対面の人同士が出会う時、その緊張をときほぐすための手法）を

かねて、居住地域や新宿の各地域をアピールするキャッチコピーを考え、その後、班内で一番良い

と思うキャッチコピーを 1 つ選びました。
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6　討議のまとめ

Bグループ

4 つの班のうち、1 つの班は戸山、1 つの班は落合・中井、残り 2 つの班は新宿区全体を対象と

したものでした。得票数はほとんど同数でしたが、Ｂ 1 班とＢ 4 班では「緑」「四季の花」など、

新宿の自然が魅力として共有されています。Ｂ 2 班では、古いものも新しいものも混在していて魅

力的だということが提案されました。

班 キャッチコピー エリア 票数

B� 緑と活気と学生と文化の街 戸山地区 9

B2 新旧そろったやさしい町　新宿！！ 区全体 11

B3 住んでいても、観光が楽しめる、発見がある街、新宿！！ 区全体 8

B4 四季の花を見つけられる懐かしい町　落合 落合、中井地区 10

Cグループ

Ｃグループでは、牛込地区を対象とした班が多く、ほかにも下落合や高田馬場のイメージからコ

ピーを考えました。得票数が一番多かったのはＣ 3 班の「テクテクまんぷくみどりの街」でした。

新宿は駅周辺の都会・繁華街のイメージが強いですが、全体として、それ以外の部分に着目した

キャッチコピーが多く出ました。主に、歴史や文化が残っている点、緑が多い点、学生が多い点、

お店が多い点など、住んでいる方のアピールしたいポイントが伝わります。

班 キャッチコピー エリア 票数

C� 活気のある歴史と緑が豊かな文教のまち　新宿 牛込地区 8

C2
新宿だけど、、、　広い空や緑　老若男女　日常から
非日常

下落合、市ヶ谷、牛込、
大久保地区

7

C3 テクテク　まんぷく　みどりの街 牛込、四谷地区 13

C4 都会なのに庶民派
神楽坂、高田馬場地区

（市ヶ谷等除く）
12
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11

A３ 落合村は下町気分！

A４ にっこり幸せキラキラ自然

10

A１ タペストリーのまち

A２ わが街　西落合　閑静な住宅街とはこの街のこと！
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6　討議のまとめ

11

A３ 落合村は下町気分！

A４ にっこり幸せキラキラ自然
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12

B１ 緑と活気と学生と文化の街

B２ 新旧そろったやさしい町　新宿！！
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6　討議のまとめ

13

B３ 住んでいても、観光が楽しめる、発見がある街、新宿！！

B４ 四季の花を見つけられる懐かしい町　落合
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15

C３ テクテク　まんぷく　みどりの街

C４ 都会なのに庶民派

14

C１ 活気のある歴史と緑が豊かな文教のまち　新宿

C２ 新宿だけど、、、　広い空や緑　老若男女　日常から非日常
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6　討議のまとめ

15

C３ テクテク　まんぷく　みどりの街

C４ 都会なのに庶民派
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（2） 討議 2 「基本政策Ⅰ　暮らしやすさ 1番の新宿」①

1【健康に暮らせるまち】（Ａグループ）
　　～生涯にわたり、心身ともに健康に暮らし続けるためには～

得票が最も多かったのは、Ａ 1 班の「仲よく・多世代　助け合い　健康づくり」とＡ 4 班の「「食」

に関する教育を生涯にわたって実施」でした。Ａ 1 班の「多世代の助け合い」については、世代を

超えた助けあえる健康づくりを推進したいという思いが込められています。Ａ 4 班の『食育』につ

いては、食生活の影響を子どものうちから教育する必要があるという考えです。また、Ａ 2 班の「健

診を受けやすくする・場所と時間の選択範囲の拡大」やＡ4班の「いつでも　24時間、ネットクリニッ

ク」も多くの票を集め、全体的に『健康診断の充実・受診勧奨・PR の強化』に関する意見が多く

出ました。健診を受けやすくすることについては、全ての班で意見があがり、場所や時間、受診方

法などの拡充や、健診に関するＰＲやポイント制の導入などのアイディアが出されました。

意見分類 班 個別意見 票数 合計

健康診断の充実・
受診勧奨・
PRの強化

A2
健診を受けやすくする
・場所と時間の選択範囲の拡大

7

30

A1 いつでも　24時間、ネットクリニック 6

A3

導入　新しい健診方法のＰＲ
人と医療の距離を縮めるための　健康ポイント制度の創
設　ポイント、ウォーキング大会 etc.、イベントでポイ
ント付与

5

A2
健康・健診情報を知る
・気軽に健診ホットライン（受診可能内容、病院情報）

4

A3
場作り　健診など気楽に受けられる場作り
地域のふれあい、抱えた悩みを解消できる、Café みた
いな感じで気楽

4

A3
実施　HOME Dr を作るためのＰＲ、生保護　医療補助、
医療に対するハードルを下げる、ミニ健診の実施

2

A4 健康診断の徹底・報酬 2

A1 アメとムチ！！　健診受診率ＵＰ！！ 0

多世代・地域を通した
健康づくり

A1 仲よく・多世代　助け合い　健康づくり 8 8

食育 A4 「食」に関する教育を生涯にわたって実施 8 8

企業との連携 A4 デパート・企業とのタイアップ 7 7

個人の意識向上 A2
個人が気をつける
・かかりつけ医をみつける

2 2
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6　討議のまとめ

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

A�
・グルメ　中高年の健康づくり　・運動
・若者の休日（リフレッシュ、自殺予防）

A2 ・健診車の地域巡回　・健診ポイント・お土産（？）

A3
・教育　・健診を受ける権利　・健診の教育（学校）　・健診の教育（社会）　・費用の財源は？
・ケア　自己管理　・自己管理　・独身男性のための料理教室　
・公共設備（電車等含む）　階段○段○ Kcal といった表示　運動を促す

A4 ・施策の区民へのアピール
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A１

18

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A１

生涯にわたり、心身ともに健康に暮らし続けるためには

仲よく・多世代　助け合い　健康づくり

いつでも　24時間、ネットクリニック

アメとムチ！！　健診受診率UP！！

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・グルメ　中高年の健康づくり
・運動　　中高年の健康づくり
・若者の休日（リフレッシュ、自殺予防）
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6　討議のまとめ

A２

19

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A２

生涯にわたり、心身ともに健康に暮らし続けるためには

健康・健診情報を知る
　・気軽に健診ホットライン（受診可能内容、病院情報）

健診を受けやすくする
　・場所と時間の選択範囲の拡大

個人が気をつける
　・かかりつけ医をみつける

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・健診車の地域巡回
・健診ポイント・お土産（？）
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A３

20

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A３

生涯にわたり、心身ともに健康に暮らし続けるためには

導入　新しい健診方法のＰＲ
　人と医療の距離を縮めるための　健康ポイント制度の創設
　ポイント、ウォーキング大会etc.、イベントでポイント

実施
　HOME Drを作るためのＰＲ、生保護　医療補助、医療に対する
　ハードルを下げる、ミニ健診の実施

場作り　健診など気楽に受けられる場作り
　地域のふれあい、抱えた悩みを解消できる、Caféみたいな感じで気楽

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・教育　・健診を受ける権利　・健診の教育（学校）・健診の教育（社会）
・費用の財源は？　・ケア、自己管理　
・自己管理　・独身男性のための料理教室　・公共設備（電車等含む）、階段○段○Kcal
といった表示、運動を促す　　●●
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6　討議のまとめ

A４

21

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A４

生涯にわたり、心身ともに健康に暮らし続けるためには

「食」に関する教育を生涯にわたって実施

健康診断の徹底・報酬

デパート・企業とのタイアップ

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・施策の区民へのアピール
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2【年をとっても暮らしやすいまち】（Ｂグループ）
　　～高齢者の方々が、安心して心豊かに暮らすためには～

得票が最も多かったのは、Ｂ1班の「事前準備　現役の時代からパパ友をつくるとか」、Ｂ3班の「仕

事の斡旋」、Ｂ 4 班「やりがい　仕事のできる場の提供」でした。全体を通して、『交流（同世代・

多世代）』『仕事』に関する意見に多くの票が集まりました。『交流（同世代・多世代）』という視点では、

高齢者同士の交流により趣味を充実させたり、子どもや若者との世代を超えた交流により高齢者へ

良い刺激になるとの意見がありました。また、『仕事』という視点では、仕事を続けることで元気

に長生きできるという考えから、高齢者への仕事の提供が要望としてあがりました。それ以外には、

高齢者総合相談センターや高齢者に役立つサービスを、高齢者が分かりやすい方法で周知するなど、

『情報提供の強化』に関する意見にも票が集まりました。

意見分類 班 個別意見 票数 合計

交流
（同世代・多世代）

B� 事前準備　現役の時代からパパ友を作るとか 9

26
B� 世代を越えた交流の場 8

B2 行きたくなるようなコミュニティ施設の開発と参加 8

B3 交流の支援　高齢者同士　趣味 1

仕事
B3 仕事の斡旋 9

18
B4 やりがい　仕事のできる場の提供 9

情報提供の強化

B2 行政の「高齢者対策」の宣伝不足 6

8
B4

行政サイドの情報のわかりやすさ　
出張所、相談センター

2

B� 情報提供とインフラ整備 0

B3 自治体の広報とサポート 0

見守り活動 B2
独居高齢者の見まもり方法の開発
企業協賛・支援により、ＩＴ（デジタル）やロボットの
活用

2 2

福祉の充実 B4 施設、デイサービス等の充実 1 1

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

B� ・生きざまを伝える

B2
・人間ドックの義務化、定年をあげる。
　高齢者を特別扱いにしすぎない方が良いかも？

B3 ・年金　保険

B4 ・シェアハウス的なもの　子供と交流できる場
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6　討議のまとめ

B１

23

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B１

高齢者の方々が、安心して心豊かに暮らすためには

世代を越えた交流の場

事前準備　
　現役の時代からパパ友を作るとか

情報提供とインフラ整備

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・生きざまを伝える
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B２

24

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B２

高齢者の方々が、安心して心豊かに暮らすためには

①独居高齢者の見まもり方法の開発
　企業協賛・支援により、IT（デジタル）やロボットの活用

②行政の「高齢者対策」の宣伝不足

③行きたくなるようなコミュニティ施設の開発と参加

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・人間ドックの義務化、定年をあげる。
・高齢者を特別扱いにしすぎない方が良いかも？
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6　討議のまとめ

B３

25

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B３

高齢者の方々が、安心して心豊かに暮らすためには

交流の支援　高齢者同士　趣味

仕事の斡旋

自治体の広報とサポート

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・年金
・保険
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B４

26

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B４

高齢者の方々が、安心して心豊かに暮らすためには

施設、デイサービス等の充実

行政サイドの情報のわかりやすさ
　出張所、相談センター

やりがい　仕事のできる場の提供

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・シェアハウス的なもの
・子供と交流できる場
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6　討議のまとめ

3【障害がある人も暮らしやすいまち】（Ｃグループ）
　　～障害のある方々が、安心して暮らすためには～

得票数が多かったのはＣ 3 班の「触れる機会　障害者サポートに参加する人数の拡大」でしたが、

全体的には『障害者への理解』に関する意見が目立ちました。「もっと知りたい　もっと聞きたい」

「不自由さを知ること」「知る機会」「助け方の指導と教育」など、まずは障害や障害者について知り、

手を差しのべる方法を知ることの重要性に多くの意見が出され、票も集まりました。次に多かった

のが、『交流・サポートの実践』で、日頃から障害者と交流し、実際の場面でスムーズにサポート

できるようにすることや、障害者支援にインセンティブやモチベーションを持たせることの必要性

があげられました。

意見分類 班 個別意見 票数 合計

障害者への理解

C� ？　もっと知りたい　もっと聞きたい
子供の頃から教育する事　アプリ、Web の活用 6

30

C2 「不自由さを知ること」　・障害者の気持ちを体験する 6

C3
知る機会
企業に対して、障害者教育を実施　→　企業内でも知識を
もって雇用に結びつく　ダイバーシティの勉強として！！

6

C4 ・助け方の指導と教育
（介助のやり方を広める、学校等で障害に対する認識を高める） 6

C2 「具体的なサポートの仕方などを学ぶ」
・手をさしのべる方法を学ぶ 5

C4 ・ヘルプカード　（ヘルプカードの理解を深める） 1

交流・
サポートの実践

C3

触れる機会
障害者サポートに参加する人数の拡大
ボランティアではなく、インセンティブやサンクスカード

（集めると五十番の肉まんが！？）

7

22C3

使える機会　→　障害者情報を共有＆活用して、有効に援
助（個人情報の扱いに留意しつつ）
移動サービス、行政などの手続き代理サービス　→　家族
の負担も軽減

6

C� 心のケア（本人や家族）　（地域社会や職場で安心して生活、
活躍できる） 5

C2 「障害者本人、家族、周りの健常者が交流する場を大小問わ
ず設ける」　・慣れる場作り　・障害者同士の交流 4

環境整備
C� 建物や施設、設備等の早急な環境整備 5

8
C4 ・バリアフリー　・ボランティア（・・・重要性） 3

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

C2 ・ヘルプカードの認知度を高める

C4 ・海外と日本のボランティア精神の違いを改めて認識する

C3 ・障害者支援＆雇用事業にメリットとモチベーションを！！
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C１

28

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C１

障害のある方々が、安心して暮らすためには

？　もっと知りたい　もっと聞きたい
　子供の頃から教育する事　アプリ、Webの活用

心のケア
　（本人や家族）（地域社会や職場で安心して生活、活躍できる）

建物や施設、設備等の早急な環境整備

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
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6　討議のまとめ

C２

29

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C２

障害のある方々が、安心して暮らすためには

「不自由さを知ること」
　・障害者の気持ちを体験する

「具体的なサポートの仕方などを学ぶ」
　・手をさしのべる方法を学ぶ

「障害者本人、家族、周りの健常者が交流する場を大小問わず設ける」
　・慣れる場作り　・障害者同士の交流

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・ヘルプカードの認知度を高める
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C３

30

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

Ｃ３

障害のある方々が、安心して暮らすためには

知る機会　　　
企業に対して、障害者教育を実施　→　企業内でも知識をもって雇用に結びつく
ダイバーシティの勉強として！！
触れる機会　　　
障害者サポートに参加する人数の拡大
ボランティアではなく、インセンティブやサンクスカード（集めると五十番の肉まんが！？）
使える機会　　　
→　障害者情報を共有＆活用して、有効に援助（個人情報の扱いに留意しつつ）
移動サービス、行政などの手続き代理サービス　→　家族の負担も軽減

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・障害者支援＆雇用事業にメリットとモチベーションを！！
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6　討議のまとめ

C４

31

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

障害のある方々が、安心して暮らすためには

・助け方の指導と教育
　（介助のやり方を広める、学校等で障害に対する認識を高める）

・ヘルプカード
　（ヘルプカードの理解を深める）

・バリアフリー
・ボランティア（・・・重要性）
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・海外と日本のボランティア精神の違いを改めて認識する。
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1【子育てしやすいまち】（Ａグループ））
　　～子どもを安心して産み、育てるためには～

得票が最も多かったのは、Ａ 3 班の「医療環境の向上」で、子育てする上で直面する子どもの急

な体調不良や病気に対応する体制の充実が望まれました。次に多くの票を集めたのが、Ａ 2 班の「保

育の質の向上」で、人員の確保や保育士の待遇を向上させ、保育の質を高めることが重要との認識

が共感されました。また、全体として、シニア世代や子育て経験者など、『多世代による地域の子

育てサポート』に関する意見が多く、地域全体で子供を見守り育てることに賛同が集まりました。

ほかにも、必要な情報を子育て世代に届けることや、各家庭に合った保育施設や保育事業の検索シ

ステムの構築、相談できる環境づくりなど、『情報提供・相談体制の充実』に関する意見が多く出

ました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

A� ・多機能コミュニティスペース（空き家の利用等）

A2 ・地域での見守り（駄菓子屋さん）　新宿駅バリアフリー

A3 ・安心・安全　　道が狭い、繁華街（駅周辺）のパトロール、歩きたばこ多い

（3） 討議 3 「基本政策Ⅰ　暮らしやすさ 1番の新宿」②

意見分類 班 個別意見 票数 合計

多世代による地域
の子育てサポート

A� 地域の第三者（特に中高年）による子育て支援 6

21

A3
新しい保育サポート　
・子育て世代の為の夕食デリバリー　
・地域（町内会）での横のつながり

6

A4 区の特色を活かした子育て 4

A� 子供が安全に育つまち（ゴジラのワッペンとか、キャラクター） 3

A3
新しい保育環境　
・ボランティアなどではないリタイアした人の保育サポート
・キッズ、ベビーシッターも取組に入れる

2

情報提供・
相談体制の充実

A2
情報提供　

「子育て経験者に相談したい！」　検索システム（これから世代の
不安）、情報データベース

6

16A4 区からの情報提供 5

A� 現状の子育て制度の効率化（ＩＴ利用） 3

A4 “ 要望 ”できる環境づくり 2

保育の量・
質の向上

A2
保育の質の向上　

「保育士の待遇ＵＰ！」→質の向上、ＯＧ、ＯＢの活用（人員確保）
7

12
A2

保育の量の拡大　
「子どもの居場所を増やそう！」　
・保育園　・学童クラブ　・病後時保育　・障害児保育

5

医療環境の向上 A3
医療環境の向上　
・救急で診てくれる病院少ない　・小児科専門がない

8 8
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6　討議のまとめ

A１

33

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A１

子どもを安心して産み、育てるためには

地域の第三者（特に中高年）による子育て支援

子供が安全に育つまち
　（ゴジラのワッペンとか、キャラクター）

現状の子育て制度の効率化（IT利用）

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・多機能コミュニティスペース（空き家の利用等）
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A２

34

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A２

子どもを安心して産み、育てるためには

保育の質の向上
　「保育士の待遇UP!」→質の向上、OG、OBの活用（人員確保）

保育の量の拡大
　「子どもの居場所を増やそう！」・保育園・学童クラブ・病後時保育・障害児保育

情報提供
　「子育て経験者に相談したい！」検索システム（これからの世代の不安）、
　　情報データベース

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・地域での見守り（駄菓子屋さん）
・新宿駅バリアフリー
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6　討議のまとめ

A３

35

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A３

子どもを安心して産み、育てるためには

新しい保育環境
　・ボランティアなどではないリタイアした人の保育サポート
　・キッズ、ベビーシッターも取組に入れる

医療環境の向上
　・救急で診てくれる病院少ない　・小児科専門がない

新しい保育サポート
　・子育て世代の為の夕食デリバリー　・地域（町内会）での横のつながり

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・安心・安全　　道が狭い、繁華街（駅周辺）のパトロール、歩きたばこ多い
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A４

36

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A４

子どもを安心して産み、育てるためには

区からの情報提供

“要望”できる環境づくり

区の特色を活かした子育て

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
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6　討議のまとめ

2【学校教育の充実】（Ｂグループ）
　　～未来を担う子どもたちが、自ら考え、行動できる「生きる力」を育むためには～

得票が最も多かったのは、B3 班の「教師のレベルＵＰ !!」で、社会経験豊富な教師を増やすこ

とに賛同が集まりました。次に票を集めたのが、Ｂ 2 班の「早くから社会に参加させる、自然体験、

経済体験をさせる」という意見です。これは、子ども自身が体を動かし、農業や作物を売るという

実体験をさせることが重要であるという考えです。続いてＢ 1 班の「親の教育」にも多くの票が集

まり、子ども達へ親や目上の人を敬う教育が必要との考えから、親自身が学び、過保護にしないこ

とが重要であるという意見が共感されました。全体的に、子どもの自立のためのサポートや、自主

性の尊重、親・子・先生間のコミュニケーションの必要性が大きな論点として浮かび上がりました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

B� ・校外活動

B2 ・いじめにについて子どもたち同士で話し合う場を提供

B3 ・お金の流れを早い段階で教える　・学区の見直し

意見分類 班 個別意見 票数 合計

社会参加・
自立のサポート

B2 早くから社会に参加させる　自然体験、経済体験をさせる 10

20B2 自主性の尊重　自ら考えることのサポートと環境を整える 7

B4 異国文化を知る（短期ホームステイなど） 3

教員の質向上 B3 教師のレベルＵＰ！！ 12 12

コミュニケーション
の充実

B� 親の教育 8

12B� 児童・生徒、親、先生間のコミュニケーション 2

B2 過度な情報化社会を大人が管理する 2

地域人材の活用・
交流

B4 高齢者の活用 5
6

B4 子供が参加する行事の見える化 1

学校制度・
授業の改善

B� 学校の本来のすがた 3

6B3 授業内容の見直し！！ 2

B3 学校制度の改善！！ 1
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B１

38

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B１

未来を担う子どもたちが、自ら考え、行動できる「生きる力」
を育むためには

親の教育

学校の本来のすがた

児童・生徒、親、先生間のコミュニケーション

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・校外活動
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6　討議のまとめ

B２

39

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B２

早くから社会に参加させる　自然体験、経済体験をさせる

自主性の尊重　自ら考えることのサポートと環境を整える

過度な情報化社会を大人が管理する

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・いじめにについて子どもたち同士で話し合う場を提供

未来を担う子どもたちが、自ら考え、行動できる「生きる力」
を育むためには
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B３

40

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B３

未来を担う子どもたちが、自ら考え、行動できる「生きる力」
を育むためには

教師のレベルＵＰ！！

授業内容の見直し！！

学校制度の改善！！

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・お金の流れを早い段階で教える　　●　
・学区の見直し
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6　討議のまとめ

B４

39

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B４

高齢者の活用

子供が参加する行事の見える化

異国文化を知る（短期ホームステイなど）

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

未来を担う子どもたちが、自ら考え、行動できる「生きる力」
を育むためには
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3【地域コミュニティ】（Ｃグループ）
　　～地域のみんなが、交流・連携・協力し合うためには～

得票が最も多かったのは、Ｃ 2 班の「世代　年齢別の活動グループを創造する」で、既存の活動

に参加しにくい状況があるため、色々な人が参加しやすい活動を創るという意見にたくさんの賛同

が集まりました。次に票が多かったのが、Ｃ 3 班「防犯・防災　避難所運営の練習（市ヶ谷で練習 !?）」

で、災害時に役立てるために、避難所運営を義務化するという考えに支持が集まりました。それ以

外に多くの票を集めたのが『コミュニケーションの推進』で、近所に誰が住んでいるのか知ること

や、挨拶することで程よい知り合いを作ること、ＳＮＳやアプリを使い交流するなど、地域で連携・

協力するためには、まずは住民同士が互いを知り合うことが大切なことに共感されました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

C� ・ワンワンパトロール

C3
・地域価値の向上
・ここに住みたい！！　・災害時も安心かも　・子育ての一部を地域で！

C4 ・ご近所避難訓練、ＳＮＳ講座（ツイッターなど）、自治会長主催の飲み会

意見分類 班 個別意見 票数 合計

団体活動の内容や
参加方法の見直し

C2 世代
年齢別の活動グループを創造する 11

23C3 新しい形　町内会だけで負わず、課題によってプロジェクト化
※テーマで集合→解散 7

C� 触れてもらう　参加の敷居を下げる 5

C� 固める　各団体の運営スキルの向上 0

コミュニケーショ
ンの推進

C2 コミュニケーション
隣・近所には誰が住んでいるか？　回覧板・ＳＮＳを使う 5

14C4
・コミュニケーション：自分ができる事　
ex.　ほど良く知り合いを作る。あいさつが基本！　面倒が
らない。

5

C4
・インフラ：地域ができる事　
ex.　看板設置、コミュニティルーム（グローバルに）、地域
コミュニティのアプリを作る

4

防犯・防災での連
携

C3 防犯・防災　避難所運営の練習（市ヶ谷で練習！？） 10

12
C4 ・協力　

ex.　災害や不測の事態の事を想定する　→イベント開催 2

C2
地域活動
防災訓練等の実施→合同での活動　魅力・関心のあるイベン
トを行う

0

情報提供

C� 知らせる　活動内容を明確にする（どんなメンバー？どんな
役員？） 3

6
C3

情報整理　
・アナログ（お祭り、オーナー・大家さんから）　・デジタル（Ｓ
ＮＳ ) の両面から　（コンビニという拠点を活用）

3



43

6　討議のまとめ

C１

43

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C１

地域のみんなが、交流・連携・協力し合うためには

固める
　各団体の運営スキルの向上

知らせる
　活動内容を明確にする（どんなメンバー？どんな役員？）

触れてもらう
　参加の敷居を下げる

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・ワンワンパトロール
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C２

44

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C２

地域のみんなが、交流・連携・協力し合うためには

コミュニケーション
　・隣・近所には誰が住んでいるか？　・回覧板・SNSを使う

世代
　・年齢別の活動グループを創造する

地域活動
　・防災訓練等の実施→合同での活動　魅力・関心のあるイベントを行う

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

〈 

将
来
の
不
安 

〉
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6　討議のまとめ

C３

45

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C３

地域のみんなが、交流・連携・協力し合うためには

防犯・防災
　・避難所運営の練習　（市ヶ谷で練習！？）

情報整理
　・アナログ（お祭り、オーナー・大家さんから）
　・デジタル（ＳＮＳ)の両面から　（コンビニという拠点を活用）

新しい形
　・町内会だけで負わず、課題によってプロジェクト化　
　　※テーマで集合→解散
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
→　地域価値の向上
　・ここに住みたい！！　・災害時も安心かも　・子育ての一部を地域で！
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C４

46

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

地域のみんなが、交流・連携・協力し合うためには

・インフラ：地域ができる事
　ex.　看板設置、コミュニティルーム（グローバルに）、地域コミュニティの
　　　アプリを作る。

・コミュニケーション：自分ができる事
　ex.　ほど良く知り合いを作る。あいさつが基本！　面倒がらない。

・協力
　ex.　災害や不測の事態の事を想定する→イベント開催

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・ご近所避難訓練、ＳＮＳ講座（ツイッターなど）、自治会長主催の飲み会　●●●●●
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6　討議のまとめ

Aグループ
～あなたにとって公共施設とは～

得票が最も多かったのは、Ａ 4 班の「必要な人に必要な情報を！アプリ、教育の場の活用」で

した。これは、施設の種類や場所について多くの区民が知らないので、情報発信が重要との考えで

す。続いて多かったのが、Ａ 3 班の「ハード　本庁舎 etc. 高層ビル化！！→家賃収入」とＡ 4 班

の「ニーズをすくって変わる　ex. 公園、老朽化対応は次、概念が強い」で、同数の票を集めました。

本庁舎の建替えの際には高層化し、民間企業に貸し出してはどうかという意見や、施設改修の際に

は改めてニーズを把握しコストをかけずに実施するという意見に多くの賛同が集まりました。この

グループでは、『公共施設の効率化（民間活力の有効活用等）』に関する意見が最も多く、関心の高

い結果となりました。

（4） 討議 4 「公共施設について」

意見分類 班 個別意見 票数 合計

公共施設の効率化（民
間活力の有効活用等）

A3 ハード　本庁舎 etc. 高層ビル化！！→家賃収入 8

24
A4

ニーズをすくって変わる　ex.　公園、老朽化対応は次、
概念が強い

8

A2 文化ホール　ホールの民間貸出 4

A3 公共施設の統廃合　保養施設は必要？→売却？ 4

施設概要・利用方法に
関する情報提供

A4 必要な人に必要な情報を！　アプリ、教育の場の活用 9
13

A�
情報の不足　（グループ、サークルに参加してない場合、
なかなか探しきれない。学校の開放の状況）

4

施設のあり方

A4 地域交流の場・安く使える施設 4

10A� 施設の利用のあり方（公園を含む） 3

A2 公営住宅　区のみではなく、都なども援助 3

施設の利便性や魅力の
向上

A2 図書館　図書館の充実など 6

10A3 ソフト　民・官・学・共同でフレキシブルな運営 3

A� 施設を新しくキレイに 1

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

A� ・利用している方が多く、感謝している方が多い！！

A2 ・サービス施設

A4 ・民間とのコラボ
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A１

48

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A１

あなたにとって公共施設とは

情報の不足
　（グループ、サークルに参加してない場合、なかなか探しきれない。学校の
　　開放の状況）

施設の利用のあり方
　（公園を含む）

施設を新しくキレイに

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・利用している方が多く、感謝している方が多い！！
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6　討議のまとめ

A２

49

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A２

あなたにとって公共施設とは

文化ホール
　ホールの民間貸出

公営住宅
　区のみではなく、都なども援助

図書館
　図書館の充実など

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・サービス施設
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A３

50

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A３

あなたにとって公共施設とは

公共施設の統廃合
　保養施設は必要？→売却？

ハード
　本庁舎etc. 高層ビル化！！→家賃収入

ソフト
　民・官・学・共同でフレキシブルな運営

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
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6　討議のまとめ

A４

51

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A４

あなたにとって公共施設とは

必要な人に必要な情報を！
　アプリ、教育の場の活用

地域交流の場・安く使える施設

ニーズをすくって変わる
　ex.　公園、老朽化対応は次、概念が強い

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・民間とのコラボ
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Bグループ
～あなたにとって公共施設とは～

得票が最も多かったのは、Ｂ 1 班の「ＰＲ必要・年齢層に合わせたＰＲ活動・引越してきた人向

けのＰＲ」でした。これは、公共施設について知られていないという現状があるためＰＲが必要で

あるという意見です。ＰＲの方法についても意見が出され、年齢に合わせた情報提供を行うことや、

転入時にパンフレットを配布する等のアイデアが出され、多くの賛同を得ました。次に票が多かっ

たのが、Ｂ 2 班の「希望　使って楽しい！心地よい空間、オシャレ感」で、施設として楽しさや心

地よさなどの付加価値がないと使われないという意見に共感が集まりました。このほか、人口の増

減に合わせて需要の大きい施設は増やして少ない施設は統廃合していくといった意見や、公共施設

は地震や子育てなどの際に頼れる場所であってほしいといった意見も出ました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

B� ・遠くの大型施設より身近な施設

B2 ・全体的に宣伝がヘタ！センスがない！お金の使い方がヘタ！　公園で映画等←センスのイイ
ヤツ！！　図書館でリサイクル（不用な本の持ち込み＆持ち帰り）

B3 ・災害時の拠点

B4 ・努力して探さないと利用できない → ラクに使えたら利便性ＵＰ↑

意見分類 班 個別意見 票数 合計

施設の利便性や魅
力の向上

B2 希望　使って楽しい！心地よい空間、オシャレ感 9

22

B4 利便性（安い／いつでも使える／アクセスし易い） 5

B�
料金系　
・無料・有料の区別が知られていない　
・施設利用料金が高い（他区に比べ高い？）←民間委託

2

B�
設備（ハードウェア）　
・近くに欲しい（複合化）　・老朽化対策

2

B2 期待　安く、自由に使えていざというとき頼れる！！ 2

B4 心の充実（美化に力を入れる／発表の場／健康促進） 2

公共施設の効率化
（民間活力の有効活
用等）

B4
民間との相互利用（・コンビニで各種証明書発行　・大学施
設利用）

8

15
B3 他の自治体との連携　（国と都と協力） 4

B3 民間活用　（補助金）（コストの効率化） 3

施設概要・利用方
法に関する情報提
供

B�

ＰＲ必要　
・年齢層に合わせたＰＲ活動（ＳＮＳ、ブログ＆広報誌 etc.
カタカナ分からない）　
・引越してきた人向けのＰＲ（冊子は読む気が失せる）

11
13

B2
現実　知らない、分かりにくい、使いづらい、ダサい！！（場
所や利用方法等！！）

2

施設の再編 B3 統廃合（再利用・利用目的を時代に合わせて変える）　いきもの！！ 6 6
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6　討議のまとめ

B１

53

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B１

あなたにとって公共施設とは

ＰＲ必要
　・年齢層に合わせたＰＲ活動（ＳＮＳ、ブログ＆広報誌etc.カタカナ分からない）
　・引越してきた人向けのＰＲ（冊子は読む気が失せる）
料金系
　・無料・有料の区別が知られていない
　・施設利用料金が高い（他区に比べ高い？）←民間委託
設備（ハードウェア）
　・近くに欲しい（複合化）
　・老朽化対策
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・遠くの大型施設より身近な施設



54

B２

54

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B２

あなたにとって公共施設とは

期待
　安く、自由に使えていざというとき頼れる！！

現実
　知らない、分かりにくい、使いづらい、ダサい！！（場所や利用方法等！！）

希望
　使って楽しい！心地よい空間、オシャレ感

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・全体的に宣伝がヘタ！　センスがない！　お金の使い方がヘタ！
・公園で映画等←センスのイイヤツ！！
・図書館でリサイクル（不用な本の持ち込み＆持ち帰り）　　●
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6　討議のまとめ

B３

55

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B３

あなたにとって公共施設とは

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・その他　（災害時の拠点）

統廃合
　（再利用・利用目的を時代に合わせて変える）　いきもの！！

民間活用
　（補助金）（コストの効率化）

他の自治体との連携
　（国と都と協力）
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B４

56

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B４

あなたにとって公共施設とは

心の充実
　（美化に力を入れる／発表の場／健康促進）

利便性
　（安い／いつでも使える／アクセスし易い）

民間との相互利用
　（・コンビニで各種証明書発行　・大学施設利用）

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・努力して探さないと利用できない　→　ラクに使えたら利便性ＵＰ↑
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6　討議のまとめ

Cグループ
～あなたにとって公共施設とは～

得票が最も多かったのは、Ｃ 3 班の「ＰＲ（知らない、ネット、チケット）」でした。これは、

施設の PR 方法としてホームページを検索されやすく工夫し、利用予約もしやすくするという意見

です。このグループは、施設の認知度が低いという観点から公共施設を論じた班が多く、Ｃ 1 班の「施

設の認知度ＵＰ↑区民へ」やＣ 4 班の「ＰＲ不足　利用目的を分かりやすく伝えてほしい～」など、

情報提供に関する意見が多く出され、また票も集まりました。ほかに多くの票を得たのが、Ｃ 2 班

の「こんなサービスあったら良いのに！」で、ブックカフェのような図書館や公園内の有料釣り施

設など誰もが使いたくなる施設にするために付加価値を付けるという意見が共感されました。また、

財源不足からの統廃合をする前に民間の経営手法を学び努力することや、民間ビルのワンフロアを

公共施設にするなど、『公共施設の効率化（民間活力の有効活用等）』という視点の意見も出ました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

C2 ・気を付けよう！！　統廃合しすぎないように！！　民間にたよりすぎない！！　

C3 ・インフラ整備　＜　利便性など

C4 ・改修等をするには、まず、皆に関心をもってもらう。（統廃合等含め）

意見分類 班 個別意見 票数 合計

施設概要・利用方法に
関する情報提供

C3 ＰＲ　（知らない、ネット、チケット） 10

29

C1 施設の認知度ＵＰ↑区民へ 8

C4
ＰＲ不足　
利用目的をわかりやすく伝えてほしい。総合パンフレッ
トが手に入りやすいように。

7

C4
目的は？　
利用目的が明確化すると頻度が上がって関心を持っても
らえる。

4

C4 現状　よくわからない。使わない。でも不必要ではない！ 0

施設の利便性や魅力の
向上

C2
こんなサービスがあったら良いのに！　
ブックカフェのような図書館

9

12
C3 利用（ニーズ、ターゲット、充実） 2

C1 各施設の利便化 1

C2 もっとコミュニケーションがとれる場所へ！ 0

公共施設の効率化（民
間活力の有効活用等）

C2
収益を得るには民間の力をかりよう！！　
区役所本庁舎を歌舞伎町一のファッションビルへ！！！

7

12C3 財源確保（複合化、民間・コラボ） 3

C1 財源不足→民間とタイアップ 2
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C１

58

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C１

あなたにとって公共施設とは

財源不足→民間とタイアップ

施設の認知度ＵＰ↑区民へ

各施設の利便化

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
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6　討議のまとめ

C２

59

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C２

あなたにとって公共施設とは

もっとコミュニケーションがとれる場所へ！

こんなサービスがあったら良いのに！
　ブックカフェのような図書館

収益を得るには民間の力をかりよう！！
　区役所本庁舎を歌舞伎町一のファッションビルへ！！！

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・気を付けよう！！
・統廃合しすぎないように！！　民間にたよりすぎない！！　　●
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C３

60

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C３

あなたにとって公共施設とは

ＰＲ（知らない、ネット、チケット）

利用（ニーズ、ターゲット、充実）

財源確保（複合化、民間・コラボ）

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・インフラ整備　＜　利便性など　　●●

C４

61

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

あなたにとって公共施設とは

現状
　よくわからない。使わない。でも不必要ではない！

ＰＲ不足
　利用目的をわかりやすく伝えてほしい。総合パンフレットが手に入りやすいように。

目的は？
　利用目的が明確化すると頻度が上がって関心を持ってもらえる。

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・改修等をするには、まず、皆に関心をもってもらう。（統廃合等含め）
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6　討議のまとめ

C４

61

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

あなたにとって公共施設とは

現状
　よくわからない。使わない。でも不必要ではない！

ＰＲ不足
　利用目的をわかりやすく伝えてほしい。総合パンフレットが手に入りやすいように。

目的は？
　利用目的が明確化すると頻度が上がって関心を持ってもらえる。

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・改修等をするには、まず、皆に関心をもってもらう。（統廃合等含め）
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A１

63

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A１

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

コンビニ感覚で非常食！

地域情報をキャッチ！
　アプリ　使いやすい

公園の整備
　トイレ、水、電気

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・防災グリーン
・電光掲示板

Aグループ
【災害に強いまち】～災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは～

得票が最も多かったのは、Ａ 3 班の「新宿ならではの課題・昼と夜の人口の違い→新しい考え方

があるのでは？」で、昼間人口が集中する新宿における危機意識が強いことがわかります。次に多

かったのが、Ａ 1 班の「コンビニ感覚で非常食！」で、非常食をもっと手軽にして防災グッズを普

及させることに共感が集まりました。他にも、防災教育やイベントの実施、セミナー等を通した『知

識普及・意識啓発』の視点からは全ての班から意見が出され関心の高さがうかがえました。さらに

Ａ 4 班の「公助（わかりやすい！情報提供→周知徹底）」にも多くの票が集まり、行政からの地域

情報の提供に関する『情報提供の充実』についても重要と考えられました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

A1 ・防災グリーン　電光掲示板

A2 ・仮設住宅　300 ～ 400　戸山公園

A3 ・各自治体との連携が最重要！！

A4 ・起震車の体験　・外国人向け「Safty Card」　・第二防災日（3 ／ 1）

意見分類 班 個別意見 票数 合計

知識普及・意識啓発

A1 コンビニ感覚で非常食！ 11

20

A4 自助　（意識の向上・逃げ道の確保） 4

A3
意識を高める
・踏み込んだ防災教育・実習（小・中学校）　
・かっこいい大規模イベント　　　必ずおこる！

3

A2 意識強化　☆セミナー 2

昼間人口への対策 A3
新宿ならではの課題　
・昼と夜の人口の違い　→　新しい考え方があるのでは？

12 12

情報提供の充実

A4 公助　（わかりやすい！情報提供→周知徹底） 8

11

A2 行政力　☆情報 3

A1 地域情報をキャッチ！　アプリ　使いやすい 0

A2 地盤　☆マスコミ報道　四ツ谷活断層 0

A4 共助　（情報共有→水・非常食） 0

避難場所・交通手段
整備

A3
防災に対する協力のシステム化　
・災害時の避難所の増設　・防災グッズの配布

6
10

A1 公園の整備　トイレ、水、電気 4

（5） 討議 5 「基本政策Ⅱ　新宿の高度防災都市化と安全安心の強化」
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6　討議のまとめ

A１

63

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A１

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

コンビニ感覚で非常食！

地域情報をキャッチ！
　アプリ　使いやすい

公園の整備
　トイレ、水、電気

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・防災グリーン
・電光掲示板
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A２

64

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A２

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

行政力　☆情報

意識強化　☆セミナー

地盤　☆マスコミ報道　四ツ谷活断層

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・仮設住宅　300～400　戸山公園

A３

65

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A３

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

意識を高める
　・踏み込んだ防災教育・実習（小・中学校）
　・かっこいい大規模イベント　　　必ずおこる！

防災に対する協力のシステム化
　・災害時の避難所の増設
　・防災グッズの配布

新宿ならではの課題
　・昼と夜の人口の違い　→　新しい考え方があるのでは？

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・各自治体との連携が最重要！！
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6　討議のまとめ

A３

65

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A３

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

意識を高める
　・踏み込んだ防災教育・実習（小・中学校）
　・かっこいい大規模イベント　　　必ずおこる！

防災に対する協力のシステム化
　・災害時の避難所の増設
　・防災グッズの配布

新宿ならではの課題
　・昼と夜の人口の違い　→　新しい考え方があるのでは？

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・各自治体との連携が最重要！！
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A４

66

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A４

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

自助
　（意識の向上・逃げ道の確保）

共助
　（情報共有　→　水・非常食）

公助
　（わかりやすい！　情報提供　→　周知徹底）

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・起震車の体験　
・外国人向け「Safty Card」　　●●　
・第二防災日（３／１）　　●●
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6　討議のまとめ

Bグループ
【災害に強いまち】～災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは～

得票が最も多かったのは、Ｂ３班の「事後・避難場所（コンビニ、学校）をより強固に・交通手段（鉄

道以外）の整備」で、その他『避難場所・交通手段整備』については、全ての班から意見が出され、

発災時の避難所運営や、避難経路に関する提案があり、関心の高さを示しました。次いで票を集め

たのは、Ｂ１班の「建物　木造住宅建替・マンション耐震調査、ビル等のガラス対策＋看板も！！

⇒実績公開」で、建築物等の耐震化・不燃化が重要視されたかたちとなりました。また、Ｂ２班の

「知識　防災ハンドブック新宿区版、参加しやすい訓練（消火）（投票日、学校、イベントを活用）」、

Ｂ４班の「事前にできる事・起こった後にできる事　食料　・個人－避難グッズの準備、備蓄、ペッ

ト、子供、高齢者　・自治体－災害パックの提供」に票が集まり、『知識普及・意識啓発』の重要

性が感じられました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

B1 ・情報共有⇒ネットワークの構築　・洪水対策は？？ 

B2 ・防災用品を区の方で買ってもあわず　返品はきいたらいいナ（注目！住民の声）
・逃げたい人は退避させられるまちづくりも！！（ケガ人・病人・乳児を安全域へ）

B3 ・新宿区単独ではなく近隣の区と連携して防災対策を練る　・外国人のパニックを防ぐため、隣近所が誘導

B4 ・１人１人が意識・準備する（家族間での避難所の確認、連絡方法の確認）　・家具の転倒防止　・忘れない、油断しない

意見分類 班 個別意見 票数 合計

避難場所・交通手段
整備

B3
事後
・避難場所（コンビニ、学校）をより強固に　
・交通手段（鉄道以外）の整備

11

23

B2 ハード　避難所、帰宅困難者の中継点となる公共施設。ヘリポート整備。 6

B1 経路・二次対策　帰宅経路、道路拡張、停電対応（インフラ停止対応） 3

B4

起こった後にできる事　避難所・インフラ
・避難所―運営（訓練）を行うコトでスムーズな食料や災害時のサービス
提供、看板で指示、道路表示する
・インフラ―地震に強い交通、通信、早急な復旧

3

知識普及・意識啓発

B2
知識　防災ハンドブック新宿区版、参加しやすい訓練（消火）　（投票日、
学校、イベントを活用）

8

16B4
事前にできる事・起こった後にできる事　食料
・個人－避難グッズの準備、備蓄、ペット、子供、高齢者
・自治体－災害パックの提供

8

B1 個人　水・食糧の備蓄、ひとりひとりの自己意識向上　自助⇒共助 0

建造物の耐震・不燃
化

B1
建物　木造住宅建替・マンション耐震調査、ビル等のガラス対策＋看板
も！！⇒実績公開

9

11
B4

事前にできる事　耐震
・耐震補強の早急な対応（行政からの働きかけ）
・建物の不燃化
・補助金のアピールや気軽な相談窓口（民間企業と連携する等）

2

区民・自治体の連携

B2
意識
非常時を意識して、顔みしりを多く作る
マンションの管理組合、商店とも連携

3

7
B3

事前　・自助（共助）（想定マップ、町内会との連携）　・公助（避難場所をメー
ルなどで通知、電柱の撤去）

2

B3 災害時　・行政主導による住民の連携　・エマージェンシーコールの設置 2
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B１

68

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B１

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

建物　木造住宅建替・マンション耐震調査、ビル等のガラス対策
＋看板も！！⇒実績公開

経路・二次対策　帰宅経路、道路拡張、停電対応（インフラ停止対応）

個人　水・食糧の備蓄、ひとりひとりの自己意識向上　自助⇒共助

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・情報共有⇒ネットワークの構築
・洪水対策は？？

B２

69

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B２

意識
　非常時を意識して、顔みしりを多く作る　マンションの管理組合、商店とも連携

知識
　防災ハンドブック新宿区版、参加しやすい訓練（消火）（投票日、学校、イベントを活用）

ハード
　避難所、帰宅困難者の中継点となる公共施設。ヘリポート整備

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・防災用品を区の方で買ってもあわず　返品はきいたらいいナ（注目！住民の声）
・逃げたい人は退避させられるまちづくりも！！（ケガ人・病人・乳児を安全域へ）

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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6　討議のまとめ

B２

69

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B２

意識
　非常時を意識して、顔みしりを多く作る　マンションの管理組合、商店とも連携

知識
　防災ハンドブック新宿区版、参加しやすい訓練（消火）（投票日、学校、イベントを活用）

ハード
　避難所、帰宅困難者の中継点となる公共施設。ヘリポート整備

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・防災用品を区の方で買ってもあわず　返品はきいたらいいナ（注目！住民の声）
・逃げたい人は退避させられるまちづくりも！！（ケガ人・病人・乳児を安全域へ）

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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B３

70

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B３

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

事前
　・自助（共助）（想定マップ、町内会との連携）
　・公助（避難場所をメールなどで通知、電柱の撤去）

災害時
　・行政主導による住民の連携
　・エマージェンシーコールの設置
事後
　・避難場所（コンビニ、学校）をより強固に
　・交通手段（鉄道以外）の整備
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・新宿区単独ではなく近隣の区と連携して防災対策を練る
・外国人のパニックを防ぐため、隣近所が誘導

B４

71

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B４

事前にできるこ事　耐震

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・１人１人が意識・準備する（家族間での避難所の確認、連絡方法の確認）
・家具の転倒防止　・忘れない、油断しない

事前にできる事・起こった後にできる事　食料

・耐震補強の早急な対応（行政からの働きかけ）
・建物の不燃化
・補助金のアピールや気軽な相談窓口（民間企業と連携する等）

・個人－避難グッズの準備、備蓄、ペット、子供、高齢者
・自治体－災害パックの提供

起こった後にできる事　避難所・インフラ
・避難所－運営（訓練）を行うコトでスムーズな食料や災害時のサービス提供、
看板で指示、道路表示する

・インフラ－地震に強い交通、通信、早急な復旧

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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6　討議のまとめ

B４

71

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B４

事前にできるこ事　耐震

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・１人１人が意識・準備する（家族間での避難所の確認、連絡方法の確認）
・家具の転倒防止　・忘れない、油断しない

事前にできる事・起こった後にできる事　食料

・耐震補強の早急な対応（行政からの働きかけ）
・建物の不燃化
・補助金のアピールや気軽な相談窓口（民間企業と連携する等）

・個人－避難グッズの準備、備蓄、ペット、子供、高齢者
・自治体－災害パックの提供

起こった後にできる事　避難所・インフラ
・避難所－運営（訓練）を行うコトでスムーズな食料や災害時のサービス提供、
看板で指示、道路表示する

・インフラ－地震に強い交通、通信、早急な復旧

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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C１

73

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C１

地域の助け合い強化
　・災害マップ、帰宅困難時の支援（障がい者、外国人）

耐震化・備蓄の強化
　・個人住宅・公共施設

逃げないですむ新宿未来都市づくり
　・情報拠点を増やす、クラウド活用

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・PRの徹底
・車が凶器にならないよう交通手段の確保

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

Cグループ
【災害に強いまち】～災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは～

得票が最も多かったのは、Ｃ 2 班の「公助　・インフラの整備→逃げないですむまちになる　・

避難場所の確保、情報提供」でした。同数で、Ｃ 3 班の「公助　ＰＲ不足（避難所、耐震化、備蓄

の配布）」も票を集めました。どちらも「公助」がキーワードになっていて、インフラ整備や PR

強化など行政による対策が望まれた結果となりました。全体としては、概ね均等に票が割れたかた

ちで、まず避難せずにすむまちづくりのための『避難場所・交通手段整備』が票を集め、次いで地

域のコミュニケーションや共助に関する『区民・自治体の連携』が票を集めました。また、区の対

策の周知の必要性に関する『情報提供』や訓練や非常用物資の準備に関する『知識普及・意識啓発』

に関する意見にも票が集まり災害に対する関心の高さがうかがえました。

意見分類 班 個別意見 票数 合計

避難場所・交通手段整
備

C2
公助　
・インフラの整備→逃げないですむまちになる　
・避難場所の確保、情報提供

10
15

C1
逃げないですむ新宿未来都市づくり　
・情報拠点を増やす、クラウド活用

5

区民・自治体の連携

C4
「地域」　若い人達が入りやすい地域のコミュニケーショ
ンにはどうすればいいか？

7

13
C1

地域の助け合い強化　
・災害マップ、帰宅困難時の支援（障がい者、外国人）

4

C3 共助　地域の連携強化 2

情報提供

C3 公助　ＰＲ不足（避難所、耐震化、備蓄の配布） 10

12
C2

ＰＲ　
・区としての対策についてＰＲする　
・私たちの勉強不足もあります…

2

知識普及・意識啓発

C2

自助　
・自助の大切さの再認識！　
・訓練、災害対策用品の準備（大人用オムツ、もしかし
たら役に立つかも？）

5

11

C3
自助　防災意識の向上（他人事と思うな！！過去の情報
を入手する！！対策を考え決める！！）

4

C4 「意識」　災害はどこでも起こるという認識 2

建造物の耐震
C1

耐震化　・備蓄の強化　
・個人住宅・公共施設

5
7

C4 「強化」　災害への対策 2

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】
C1 ・PR の徹底　・車が凶器にならないよう交通手段の確保
C2 ・共助　訓練時にアルファ米を使った料理をふるまう（参加者が増える）
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6　討議のまとめ

C１

73

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C１

地域の助け合い強化
　・災害マップ、帰宅困難時の支援（障がい者、外国人）

耐震化・備蓄の強化
　・個人住宅・公共施設

逃げないですむ新宿未来都市づくり
　・情報拠点を増やす、クラウド活用

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・PRの徹底
・車が凶器にならないよう交通手段の確保

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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C２

74

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C２

自助
　・自助の大切さの再認識！
　・訓練、災害対策用品の準備（大人用オムツ、もしかしたら役に立つかも？）
公助
　・インフラの整備→逃げないですむまちになる
　・避難場所の確保、情報の提供

ＰＲ
　・区としての対策についてＰＲする
　・私たちの勉強不足もあります…
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・共助　訓練時にアルファ米を使った料理をふるまう（参加者が増える）　　●

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは

C３

75

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C３

公助　ＰＲ不足（避難所、耐震化、備蓄の配布）

自助　防災意識の向上（他人事と思うな！！　過去の情報を入手
　　　する！！　対策を考え決める！！）

共助　地域の連携強化

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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6　討議のまとめ

C３

75

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C３

公助　ＰＲ不足（避難所、耐震化、備蓄の配布）

自助　防災意識の向上（他人事と思うな！！　過去の情報を入手
　　　する！！　対策を考え決める！！）

共助　地域の連携強化

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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C４

76

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

「意識」　災害はどこでも起こるという認識

「地域」　若い人達が入りやすい地域のコミュニケーションには
　　　　　どうすればいいか？

「強化」　災害への対策

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくりとは
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6　討議のまとめ

1【快適な都市空間】（Ａグループ）
　　～回遊性と利便性の高いまちづくりとは～

得票が最も多かったのは、Ａ 2 班の「メッセージを伝えるまちづくり　感覚で伝わる・人目をひ

く」でした。同数で、Ａ 3 班の「自転車ちょい乗り！　放置自転車軽減、道路整備」も票を集めま

した。全体としては、まず、デジタルサイネージなどの観光や商店街で注目されている手法など『景

観・デザインにメッセージ性のあるまちづくり』について意見が多く出され、票も集まりました。

また、『自転車走行の環境整備』について、道路環境や段差解消などが議論される一方で、放置自

転車等の問題についても議論されました。そして同じく、バスや鉄道などの自由な利用を支える『交

通手段や拠点機能の充実』についても多くの意見が出され、関心の高さが伺えました。そのほかには、

公共施設等のアクセスや表示案内の改善についての意見も出されました。

（6） 討議 6 「基本政策Ⅲ　賑わい都市・新宿の創造」

意見分類 班 個別意見 票数 合計

景観・デザインにメッ
セージ性のあるまちづ
くり

A2
メッセージを伝えるまちづくり　感覚で伝わる・人目を
ひく

9

22A2 愛されるまちづくり　景観・ルール→誰がみてもわかる 7

A3 エリアごとのトータルデザイン　例）植込・柱の整理 6

A4 より具体的な意見 0

自転車走行の環境整備
A3 自転車ちょい乗り！　放置自転車軽減、道路整備 9

15
A1 安心・安全な自転車ライフ 6

交通手段・拠点機能の
充実

A3
バスを便利に楽しく　路線の充実、観光にも活用、バス
ガイドアプリ

6

15A4 より柔軟な移動手段 6

A2 安心快適なまちづくり　道路・駅・ルール 3

表示案内の改善
A1 公共施設の改善　→掲示板、アクセス 1

2
A4 よりわかりやすい標記 1

トイレ設置 A1 トイレ　→和式から洋式へ 1 1

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

A1 ・公園や道路の曲がり角の縁石は鋭角をやめてユニバーサルデザインに
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A１

78

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A１

公共施設の改善　→　掲示板、アクセス

トイレ　→　和式から洋式へ

安心・安全な自転車ライフ

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・公園や道路の曲がり角の縁石は鋭角をやめてユニバーサルデザインに

回遊性と利便性の高いまちづくりとは

A２

79

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A２

愛されるまちづくり　景観・ルール→誰がみてもわかる

安心快適なまちづくり　道路・駅・ルール

メッセージを伝えるまちづくり　感覚で伝わる・人目をひく

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

回遊性と利便性の高いまちづくりとは
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6　討議のまとめ

A２

79

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A２

愛されるまちづくり　景観・ルール→誰がみてもわかる

安心快適なまちづくり　道路・駅・ルール

メッセージを伝えるまちづくり　感覚で伝わる・人目をひく

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

回遊性と利便性の高いまちづくりとは
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A３

80

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A３

バスを便利に楽しく　路線の充実、観光にも活用、バスガイドアプリ

自転車ちょい乗り！　放置自転車軽減、道路整備

エリアごとのトータルデザイン　例）植込・柱の整理

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

回遊性と利便性の高いまちづくりとは

A４

81

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A４

よりわかりやすい標記

より柔軟な移動手段

より具体的な意見

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

回遊性と利便性の高いまちづくりとは



81

6　討議のまとめ

A４

81

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

A４

よりわかりやすい標記

より柔軟な移動手段

より具体的な意見

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

回遊性と利便性の高いまちづくりとは
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B１

83

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B１

Communication!
 国際交流の発信基地！観光体験をベースにした情報発信！

Concept! 
"新宿"という街がもつ"こんとんさ"を大切にする！Crossroad

Chance! 
新宿二丁目のレインボーフェス、アーティストや学生の発表の場の支援
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・３つの“C”ity　ファッション系、アート系、センス大事、「公」だけでなく「民」の力を！！

文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれる
まちにするためには

2【多様な魅力による賑わいの創造】（Ｂグループ）
　　～文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれるまちにするためには～

得票が最も多かったのは、Ｂ 2 班の「外国人のマナー・外国語でのマナー標記・フリーガイドに

日本のマナーを記載」でした。次いで、Ｂ 3 班の「街をよりよく・治安よく・美化・ゴジラに頑張っ

てもらう」が票を集めました。さらに、Ｂ 1 班の「Chance! 新宿二丁目のレインボーフェス、アー

ティストや学生の発表の場の支援」に票が集まりました。全体としては、『外国人への配慮』や『コ

ンセプトの重視』に票が多く集まりました。『コンセプトの重視』については、新宿二丁目でのレ

インボーフェス、グルメに関するガイドブックとの連携やラーメンマップというアイデアなどが出

されました。一方で、まちをより良くする『治安・美化への配慮』についても議論され、地域住民

が参加することによって地域を美しく見せていくことも非常に重要という意見もありました。さら

に、『伝統の継承』や『観光情報の発信』などにも様々な手法が出されました。

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】
B1 ・3 つの“ C”ity　ファッション系、アート系、センス大事、「公」だけでなく「民」の力を！！
B2 ・アイデア　宿泊施設との連携
B4 ・路上喫煙者をなくす！！

意見分類 班 個別意見 票数 合計

外国人への配慮
B2 外国人のマナー　・外国語でのマナー標記　・フリーガイド

に日本のマナーを記載 12
17

B3 外国人　・屋台　・宗教等による規制に対応 5

コンセプトの重視

B1 Chance!　新宿二丁目のレインボーフェス、アーティストや
学生の発表の場の支援 8

16B4 グルメ　・ガイドブックとの連携　・ラーメンマップ（高田
馬場ラーメンシティー） 7

B1 Concept!　" 新宿 " という街がもつ " こんとんさ " を大切に
する！ Crossroad 1

治安・美化への配慮 B3 街をよりよく　・治安よく・美化　・ゴジラに頑張ってもらう 9 9

伝統の継承
B2 地域住民が出来るコト　・自分の町を知る（町内会を巻き込

む）　・伝統や文化を子供達につなぐ 5
6

B4 祭り・文化イベント　・繁華街でなく歴史・文化を充実させる
・異文化交流 1

観光情報の発信
B3 新技術　・3D メガネ→観光客向け

　　　　・アプリ→区民も、旅行者も 3
5

B1 Communication!　国際交流の発信基地！観光体験をベー
スにした情報発信！ 2

ＰＲの充実
B2 PR　・主要駅に案内＆フリーガイド　・文化財　・庭園　

・史跡　・モデルルートの作成（スタンプラリー） 2
4

B4 PR  ・区報の充実→事前告知  ・案内人の認定→新宿区公認 2
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6　討議のまとめ

B１

83

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B１

Communication!
 国際交流の発信基地！観光体験をベースにした情報発信！

Concept! 
"新宿"という街がもつ"こんとんさ"を大切にする！Crossroad

Chance! 
新宿二丁目のレインボーフェス、アーティストや学生の発表の場の支援
その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・３つの“C”ity　ファッション系、アート系、センス大事、「公」だけでなく「民」の力を！！

文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれる
まちにするためには
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B２

84

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B２

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・アイデア　宿泊施設との連携

PR
　・主要駅に案内＆フリーガイド　　・文化財・庭園・史跡
　・モデルルートの作成（スタンプラリー）　

地域住民が出来るコト
　・自分の町を知る（町内会を巻き込む）
　・伝統や文化を子供達につなぐ
外国人のマナー
　・外国語でのマナー標記
　・フリーガイドに日本のマナーを記載

文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれる
まちにするためには

B３

85

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B３

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

新技術
　・３Dメガネ　→　観光客向け
　・アプリ　→　区民も、旅行者も

街をよりよく
　・治安よく・美化
　・ゴジラに頑張ってもらう

外国人
　・屋台
　・宗教等による規制に対応

文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれる
まちにするためには
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6　討議のまとめ

B３

85

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B３

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

新技術
　・３Dメガネ　→　観光客向け
　・アプリ　→　区民も、旅行者も

街をよりよく
　・治安よく・美化
　・ゴジラに頑張ってもらう

外国人
　・屋台
　・宗教等による規制に対応

文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれる
まちにするためには
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B４

86

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

B４

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・路上喫煙者をなくす！！

祭り・文化イベント
　・繁華街でなく歴史・文化を充実させる
　・異文化交流

PR
　・区報の充実→事前告知
　・案内人の認定→新宿区公認

グルメ
　・ガイドブックとの連携
　・ラーメンマップ（高田馬場ラーメンシティ）

文化や芸術、まちの歴史や記憶などを生かし、賑わいあふれる
まちにするためには
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6　討議のまとめ

3【生涯学習の充実】（Ｃグループ）
　　～生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには～

得票が最も多かったのは、Ｃ 3 班の「きっかけ作りの提案・クーポン・区を越えた参加枠・民間

施設との連携」と、Ｃ 4 班の「「参加しづらい」初心者限定クラス設置、無料講習」で、全体としても、

『きっかけづくり・参加しやすい活動』に票が集まりました。また、『幅広い世代が参加できる新た

なイベントの実施』に関する意見も多く出され、Ｃ 2 班の「区民総出でウォーキングと街巡り」や

「子供と参加でスポーツ」、Ｃ 3 班の「公園の健康器具設置」などユニークな提案がありました。さ

らに、Ｃ 1 班の「生涯学習館のネーミング」などの『ＰＲの強化』についても意見が出されました。

意見分類 班 個別意見 票数 合計

きっかけづくり・参加
しやすい活動

C3 きっかけ作りの提案　
・クーポン　・区を越えた参加枠　・民間施設との連携 9

20C4 「参加しづらい」　初心者限定クラス設置、無料講習 9

C4 「きっかけがない」　目的意識が低い（生活習慣病対策等） 2

幅広い世代が参加でき
る新たなイベントの実
施

C2
区民総出でウォーキングと街巡り！　みんなが参加でき
るウォーキングイベント　（街巡りとクーポン・ポイン
トで地域活性、文化とスポーツの融合）

5

15

C2 子供と参加でスポーツ　母と子、イクメンと子、祖父母
と孫で参加できるイベントプログラム 4

C3
継続するために　
・幅広い世代を参加しやすく　・公園の健康器具設置　
・幅広い時間帯

4

C1 2020 年に向けて新たなジャンル etc. 1

C3 内容の充実　・学校、教育の有効利用 1

ＰＲの強化

C1 生涯学習館のネーミング・PR不足 6

10C4 「PR強化」　男女比・年齢のデータ、利用者の口コミ 3

C2 PR　区のプールやギャラリーは安くて発表などもしや
すい 1

施設サービスの充実 C1 個人で活用できるスポーツ施設 2 2

【その他のアイデア、書き残しておきたいこと】

C1 ・例えば、多国語に対応できるようになる

C2 ・お得な年間パスポート　・街コン＋ウォーキング（街巡り）　・文化祭開催で興味↑

C4 ・朝や夜の時間帯を使えるよう。　・設備の充実。
・障害者スポーツの認知度 UP ←有名人、スポーツ選手等の起用
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C１

88

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C１

個人で活用できるスポーツ施設

生涯学習館のネーミング・PR不足

2020年に向けて新たなジャンルetc.

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・例えば、多国語に対応できるようになる　　●●●●●●

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには

C２

89

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C２

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・お得な年間パスポート
・街コン＋ウォーキング（街巡り）
・文化祭開催で興味↑　　●●●●●●●

区民総出でウォーキングと街巡り！
　みんなが参加できるウォーキングイベント
　（街巡りとクーポン・ポイントで地域活性、文化とスポーツの融合）

子供と参加でスポーツ
　母と子、イクメンと子、祖父母と孫で参加できるイベントプログラム

PR
　区のプールやギャラリーは安くて発表などもしやすい

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには
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6　討議のまとめ

C２

89

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C２

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・お得な年間パスポート
・街コン＋ウォーキング（街巡り）
・文化祭開催で興味↑　　●●●●●●●

区民総出でウォーキングと街巡り！
　みんなが参加できるウォーキングイベント
　（街巡りとクーポン・ポイントで地域活性、文化とスポーツの融合）

子供と参加でスポーツ
　母と子、イクメンと子、祖父母と孫で参加できるイベントプログラム

PR
　区のプールやギャラリーは安くて発表などもしやすい

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには
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C３

90

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C３

その他のアイデア、書き残しておきたいこと

きっかけ作りの提案
　・クーポン　・区を越えた参加枠　・民間施設との連携

継続するために
　・幅広い世代を参加しやすく　・公園の健康器具設置　・幅広い時間帯

内容の充実
　・学校、教育の有効利用

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには

C４

91

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・朝や夜の時間帯も使えるよう。
・設備の充実。
・障害者スポーツの認知度UP←有名人、スポーツ選手等の起用

「参加しづらい」
　初心者限定クラス設置、無料講習

「きっかけがない」
　目的意識が低い（生活習慣病対策等）

「PR強化」
　男女比・年齢のデータ、利用者の口コミ

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには
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6　討議のまとめ

C４

91

班　名

班でまとめた意見（重要なもの3つ） 投票欄

テーマ

C４

その他のアイデア、書き残しておきたいこと
・朝や夜の時間帯も使えるよう。
・設備の充実。
・障害者スポーツの認知度UP←有名人、スポーツ選手等の起用

「参加しづらい」
　初心者限定クラス設置、無料講習

「きっかけがない」
　目的意識が低い（生活習慣病対策等）

「PR強化」
　男女比・年齢のデータ、利用者の口コミ

生涯にわたり学習・スポーツ活動などを楽しむには
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資料 1　参加名簿

資料 1 参加者名簿

阿部　捺美
石井　彩子
石井　英之進
石川　亜理沙
石谷　依子
上野　有
江口　隼人
小川　裕美
小川　裕子
奥津　次朗
織田　米子
春日　秀子
河合　久夫
川添　一馬
木内　史郎
黒坂　佳央
坂本　順子
阪本　節郎
佐藤　雅宏
椎葉　崇
塩塚　実里
渋川　聡
庄内　幸子
新保　文子
須澤　桂一
鈴木　恵巳子
鈴木　咲也
鈴木　啓正
相馬　富美代

高橋　定子
髙村　忠良
田中　美知子
棚橋　智子
辻髙　孝紀
土屋　勝裕
野田　貴子
早川　裕美子
平井　栄
藤木　沙絢
古川　正子
細谷　祐三
松井　輝明
松田　憲明
松永　翔
枩本　奈美江
丸田　利江
水野　宏美
美田　健次
宮古　詩子
宮嶋　美子
森川　正典
森田　陽祐
八木　祐多
矢口　佳則
山下　敏史
山中　真弓
油井　竹雄
湯谷　猛

（以上、58名　敬称略）
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資料 2　参加者アンケート結果

（n＝58）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

区民討議会に興味があったため

無作為抽選で選ばれたため

謝礼があったため

総合計画に興味があったため

区政に参加・参画してみたかったため

その他

無回答

（n＝58）

よかった

よくなかった

無回答

どちらかといえばよかった

どちらでもない

どちらかといえばよくなかった

その他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

43.1％

36.2％36.2％

31.0％31.0％

27.6％27.6％

24.1％24.1％

5.2％5.2％

0％0％

74.1％74.1％ 20.7％20.7％

1.7％1.7％ 1.7％1.7％

1.7％1.7％

区民討議会への参加を決めた理由は、「区民討議会に興味があったため」（43.1%）が最も多く、

次いで「無作為抽出で選ばれたため」（36.2%）、「謝礼があったため」（31.0%）となりました。

■「その他」の回答内容

　・ 討議会がどのように実施されるかに興味があった。

　・ このような機会がないと、なかなか来られない。

　・ 色んな方々とお話しできると思ったから。

区民討議会に参加を決めた、主な理由はなんでしょうか。（複数回答）Q1

A1

区民討議会の満足度は、「よかった」（74.1%）、「どちらかといえばよかった」（20.7%）が

合わせて 94.8%となりました。

区民討議会に参加して、どのように感じましたか。（単一回答）Q2

A2

0 10 20 30 40 50

0 20 40 60 80 100

資料 2 参加者アンケート結果
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（n＝58）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n＝58）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

適切である

適切でない

無回答

どちらかといえば適切である

どちらでもない

どちらかといえば適切でない

その他

深まった

どちらかといえば深まっていない

どちらでもない

無回答

どちらかといえば深まった

深まっていない

その他

62.1％62.1％ 32.8％32.8％

1.7％1.7％ 1.7％1.7％

1.7％1.7％

3.4％3.4％ 1.7％1.7％

1.7％1.7％

41.4％41.4％ 39.7％39.7％ 12.1％12.1％

区政・総合計画策定への関心や理解は、「深まった」（62.1%）、「どちらかといえば深まった」

（32.8%）が合わせて 94.8%となりました。

区民討議会に参加して、区政や総合計画の策定に関心や理解が深まりましたか。
（単一回答）

Q3

A3

区民討議会の進行・手法について、「適切である」（41.4%）、「どちらかといえば適切

である」（39.7%）が合わせて 81.1%となりました。

本日の区民討議会は、1970 年代にドイツで考案され世界に広まった、「プラーヌ
ンクスツェレ」と呼ばれる住民参加の手法で行いました。区民討議会の進め方や
方法について、どのようにお感じになりましたか。（単一回答）

Q4

A4

－1

－1

百分率（％）の計算は、小数第 2 位を四捨五入し、小数第 1 位まで表示しました。項目を足し合わせた値と合計値が
合致しない場合があります。
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資料 2　参加者アンケート結果

区民討議会の進め方について、意見・感想がありましたらお書きください。
（自由回答）

Q4

A4

－2

－2

○形式について
・議題がとても大きく考えることが多かったですが、自分の考え方、又、違う考え方を知ること
が出来て良かった。

・今回は、すべて新しい課題で、少しとまどった所もありました。身近なものが、あたりません
でした。

・区民討議会の進め方や方法は良かったです。
・アイディアに IDをつけて、取り入れられたら別途謝礼や、提案委員のお役をいただければ、もっ
と色んなアイディアが出る。

・様々な方々、様々な意見、楽しく 2日間参加させていただきました。
・まだ総合計画が出ていないので、適切かどうかは判断出来ません。でも取り組みやすかったし、
意見も言えましたし、楽しく 2日間過ごせました。

・リラックスしながら話すことが出来たのでとても楽しくできました。
・しっかりした討議が出来るのか不安でしたが、性別・年齢を超えた意見交換は刺激的でした。
区政に無関心だったことを反省しています。

・ジャンケンでの役割分担等、非常にユニークな方法で 2 日間楽しめました！若い友人もでき、
Happy な 2日間でした！

・色々気遣っていただいて良かったです。無作為で選ばれた皆が発表も行えるのが新宿区民すご
いと思いました。

・様々な世代との関わりがあり、楽しく過ごせた。

○進行・説明について
・進行が上手でした。
・大変わかりやすかった。
・すごく良かったです。
・進行がスムーズで良かったと思います。
・非常にスムーズでよかった。
・2 日目のAグループでは、発表の後の「説明の補足はないですか？」と聞いていただけなかった。
・区役所職員が進行含めオーガナイズすべきだと思います。業者を挟むと、役所は住民に対して
壁をつくっているように感じるので。経費の無駄遣いのようにも思います。

○テーマ設定について
・「～とは」というテーマはとりくみにくかったので、議論する目的になりにくい。
・討議の議題があいまいなものが多かった。フリーな意見を求めるのであれば。もっと枠がなく
ても良いし、課題があり、意見を求めるのなら「何に対する」「どんな課題」か明確にした方
が良いと思った。今回は雑談と議論が混じってしまい、短時間では意見がまとまりづらい。
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・B グループ最後のコマなど、何を話し合えば良いのか分かりにくいものがあった。この形式を
とるのであれば、何をすれば良いのか明瞭にしてほしい。

・テーマが自分に関わっていない事項が多く、意見が少なく残念だった。ただ区の取り組みや活
動を知るきっかけになったのはとても有効でした。住みやすい街、新宿にしていただけるよう
これからも宜しくお願いします。

・思い入れのあるテーマに参加できなかった。これは！と思うものには参加できるような仕組み
だと良い。

○班分け・役割分担について
・進め方は良いが、グループが 2日間同じでしたので違ったグループに参加したかったです。
・役割が適正でない場合、グループとしてのパフォーマンスが落ちてしまう気がする。
・グループや進行等、もっとくじやあみだとかで選べればよかった。座った席によって何度も発
表が回ってきたりそこがビミョーだった。

○スケジュール・時間配分について
・個人の考えをまとめる時間がもう少し欲しかった。
・もう少し討議の時間が欲しかった。
・時間が短い時がある。内容が濃い時の時間配分をもう少し考えてほしい。
・少し長く感じましたが、しっかり意見出しが出来たのではないかと思います。
・少し忙しかった、コマ数 2つで丁度よかった感じ。
・2 日連続ではなく土曜 2回とかでも良いかと思います。

○環境について
・ 3 つに分かれていて議論は良かったのですが、発表と区からの説明が行われる時は音がかぶっ
てしまうので、工夫の余地があると思います。

・グループ別討議・発表は各部屋に分かれて行ったほうが良い。他グループの発表の声と混ざり
聞きづらかった。

○討議会について
・もっと頻繁に開催してもいいかもしれません。
・外国人の参加をどうするかというところが今後の課題だと思う。
・最終的な結果を、参加者を再度集めた説明会（任意参加）があると良いと思います。
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資料 2　参加者アンケート結果

○全般
・参画したグループで、良く話されたと思います。
・伝えきりました。
・もっと気軽に何度か討議会があれば喜んで参加する。
・内容は充分だが、僕の年齢では難しい。
・今回の議題はどれも身近だけど、深く考えたことがなかったので、場を設けていただき感謝い
たします。

○行政の役割について
・公共施設の議論の時に思いましたが、住民のニーズは何かを常に考えながら個々の課題を解決
していく重要性を感じました。

・全体的に「住民の参加」を掲げていたグループがどのテーマにも多かったですが、実際参加す
るのは腰が重くなってしまうケースも多いので、それぞれの得意分野でボランティアを募るな
ど働きかけることが何事にも効果はあると思います。

・2 日間を通して各課題で共通する内容等（生涯学習と、高齢者のより良い暮らし等）あったの
で各課だけでなく行政同士の連携をとって、より良い町づくりをして頂きたいです。

・全般通して、人と人を繋ぐ役割を区政には求めたい。旧来のアナログなシステムだけでなく、
SNSなど多様な連絡手段を用いてほしい。

○安全・安心について
・治安、安全とかいう観点
・区のPR番組で各施設や討議会の取り組みなどを放送するのはいかがでしょうか？

○交通について
・朝の通勤ラッシュ、何とかしてほしい。7：00より前は無料にするとか。

○子育てについて
・子育てのテーマについて、児童手当の入る日にちが新宿区は遅いと思った。以前足立区に住ん
でいたのですが、ここは 2日くらい？に入っていたので、統一してほしい。

○観光・PRについて
・新宿歴史博物館でボランティアガイドをしています。来館者が区内よりも区外が多いと感じて
います。PRをお願いします。

今回の区民討議会で取り上げたテーマについて、グループ討議の中で伝えられなかっ
た意見等がありましたらお書きください。（自由回答）

Q5

A5
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○公共施設について
・施設の統廃合について、もっと経費削減できると思うので、安易な統廃合はやめてほしい。
・西落合図書館を利用しやすいキレイな図書館にしてほしいです !! 今は暗くてジメジメしていて
本も探しにくいです。

・新宿の産業についての分析をしてほしい。
・既存の枠概念にとらわれないで取り組んでいただきたいと思いました。
・住民の意見を重視してくれたらOKです。
・必ず形にしてほしい。
・今回の議題をさらに深く討論できたら良いと思います。
・議題に対しての人選をしてもいいのかなと思いました。
・発信力（PR）、センス！！コスト（民間利用）等うまく使っていい都、区になるように頑張っ
てほしいです。

・パブコメ募集の時にメールでお知らせいただけると嬉しいです。
・各住人の意識も大事ですが、こうして関心持てる機会を増やして頂けると良いと思います。
・総合計画は 10 年に一度の見通しと聞きましたが、実行計画で随時見直しているとは言っても
活動的に大計画の見直しも随時していくべきかと思います。

・世界に誇れる都市、新宿にもっと近づけるよう、期待しています。見守り続けたいです。
・ご報告お待ちしております！
・区民が「私の新宿区」と感じるような愛着をもった区民になれるような計画をしていただきた
いです。

・いかに区民に周知していくかが大事だと思う。
・見学されていた区の方もいましたが、もっと多くの区の方に見学してもらってもよいのでは、
と思いました。

・区民の理解不足はあると思うので、正しく理解してもらう必要があると思う。

今後、総合計画を策定する上で、意見がありましたらお書きください。
（自由回答）

Q6

A6
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・少子・高齢化社会へ向けての取り組みを充実させてもらいたい。
・意外と年齢の幅があり、色んな視点で見ることが出来た。
・貴重な時間をいただき、ありがとうございました。
・テーマが漠然としている気がしたがそれによって意見が広がり良かったのかもしれません。
・高齢者のコミュニティとして「スナックの活用」を掲げたもののあまり関心を持っていただけ
なかったのが悲しい。

・お菓子は乾物以外のものを増やしてほしいです。
・役所、公務員の皆様おつかれさまです。
・外国人のマナー歩きたばこやポイ捨て等は、本当に注意してもらいたいです。新宿区がもっと
好きになりました。

・自分から参加する場合はその人の性格が積極的であるという特性があるため、今回のようなメ
ンバーの集め方のほうが全般的な考え方を聞くことができるメリットがあると思いました。

・話し合いたいこと（関心があること、得意なこと）がある方は、そのトピックスのグループに入っ
たほうがより内容が深まると思います。Ex）障害児をお持ちの方は障害について話すグループ
に入るなど。

・開会式の注意事項アナウンスの際、緊急時の避難経路や指示方法など、簡単にアナウンスがあ
ると安心できたと思います。

・スムーズな進行でした。
・とても有意義な時間でした。参加してよかったです。
・無作為で決めるのも良いが、世代等を考慮に入れてみても良いのでは？
・もっと具体的な内容のテーマにも参加したい。
・ 2日間、ありがとうございました。お疲れ様でした。少し新宿区役所との距離が縮まったよう
な気がします。

・他の計画でもこういった形で区民が参加できるようになればいいと思う。
・また参加したいです。
・コミュニティについて討議しました。程よい知り合い作りのため、このような会を開催するの
もよいのではないでしょうか？

その他、意見や気づいたことがありましたら、ご自由にお書きください。
（自由回答）

Q7

A7
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0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

会社員・公務員

経営者・会社役員

無職

パート・アルバイト

専業主婦・主夫

その他

自営業

学生

無回答

（n＝58）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

41.4％41.4％ 43.1％43.1％ 15.5％15.5％

男性 女性 無回答

（n＝58）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 無回答

10.3％10.3％ 22.4％22.4％ 19.0％19.0％ 10.3％10.3％ 12.1％12.1％ 19.0％19.0％

1.7％1.7％ 5.2％5.2％

（n＝58）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

3.4％3.4％ 5.2％5.2％ 1.7％1.7％5.2％5.2％

41.4％41.4％ 6.9％6.9％ 10.3％10.3％ 10.3％10.3％ 15.5％15.5％

① 性別Q8

② 年齢Q8

③ 職業Q8

百分率（％）の計算は、小数第 2 位を四捨五入し、小数第 1 位まで表示しました。項目を足し合わせた値と合計値が
合致しない場合があります。
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